
 

 
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 4.0％安と反落、今週は米大統領選挙に注目 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 4.0％安と反落。国内外で新型コロナウイルスの感染が再拡大していることを受け、世界経済の先行

きに対する不透明感が強まったほか、米大統領選挙を前に様子見ムードも広がり、総じて軟調に推移した。10月 27日に

発表された 7－9月期の GDPは前期比 1.9％増とプラス成長に

転じたが、4－6月期が 22年ぶりの低水準だった反動という側

面が強く、相場への影響は限られた。個別では、サムスン電子

の李健熙会長が 25日に死去。相続税の支払いに備え、関連会社

が増配を行う可能性などが浮上したが、サムスン電子の株価は

27日から 4日続落した。今週は、米大統領選挙まではリスクを

取りにくく、様子見ムードの強い展開か。国内外の感染状況も

懸念材料。経済指標では 3日に 10月のCPIが発表される予定。 

 

【ロシア】 RTS指数は 8.4％安と大幅反落 今週は米大統領選をにらんだ展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 8.4％安と大幅反落。新型コロナ感染再拡大による欧米株の下落に加え、原油安、ルーブル安

が重しとなった。新型コロナの感染が再拡大する中、米追加経済対策の遅れなどが嫌気されて欧米株が下落し、ロシア株

も週明けから売りが優勢の展開。欧米株が下げ幅を広げた 28

日は RTS指数も前日比 4.7％安と大幅に 3日続落。原油安に加

え、ドル高・ルーブル安が進んだこともドル建てで取引される

指数を押し下げた。指数は 4月 22日以来の安値となる 1066.60

ドルで週の取引を終えた。個別ではノバテクが 10.1％安、ロス

ネフチが 7.9％安、ガスプロムが 6.5％安、ルクオイルが 6.4％

安とエネルギー株が売られた。ズベルバンク・オブ・ロシアは

6.3％安。今週は原油や為替相場、米大統領選をにらんだ展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は 3.7％安と大幅に 7週ぶり反落、今週はコロナ拡大を警

戒か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 3.7％安と大幅に 7週ぶりに反落。新型コロナ感染再拡大で欧米株が大きく下落し、ベトナム株にも

利益確定売りが強まった。指数は前週の好調な流れを引き継ぎ、週明け 26 日は場中に 970.15 ポイントと 1 月末以来の

戻り高値を付けたが、その後は利益確定売りが優勢。コロナ感

染再拡大で欧米株が下落したこともセンチメントの悪化につ

ながり、指数は週明けから 29日まで 4日続落。30日は 10月 5

日以来となる 911.20 ポイントまで下落後、前日比 0.7％高と 5

日ぶりに反発して終えた。個別ではテクコムバンクが 11.0％安

とベトナム投資開発銀行が 10.0％安、ベトインバンクが 8.8％安、

ベトコムバンクが 5.1％安と金融株が軒並み売られた。今週は欧

米でのコロナ感染再拡大や米大統領選に左右される展開か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET指数は 1.5％安、週末に 7

カ月ぶりの 1200ポイント割れ 

SET指数は週間で 1.5％安と 3週続落。10月月間では 3.4％

安。先週は買い材料に乏しく、軟調な値動きが続いた。週初の

26日は、前日にバンコクで大学生が主導する反政府デモが実施

されたことが嫌気され、指数は続落。27日は小幅に反発したが、

28 日は 9 月の鉱工業生産が前年同月比 2.8％減と市場予想の

4.7％減から上振れたものの買い材料視されず、売り優勢の展開

となった。29日は前日の欧米株が新型コロナウイルスの感染再

拡大を受けて急落した影響で続落。30日には終値で約 7カ月ぶ

りに 1200ポイントを割り込んで引けた。今週は 5日に 10月の

CPIが発表される予定で、前年同月の水準を上回るかが焦点。 

 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.9％安、今週は 6日に 21年度政府予算案発表 

クアラルンプール総合指数は 4 日間の取引で 1.9％安と 3 週

続落。10月月間では 2.5％安。先週は週末の反落が痛手だった。

週初の 26 日は、政局の混乱が続く中でムヒディン首相が要請

していた新型コロナウイルス対策としての非常事態宣言発令

をアブドラ国王が却下したことが下支え材料となり、指数は前

週末からほぼ横ばい。27－28日は 1500ポイントを挟んでもみ

合ったが、祝日を挟んだ 30 日は、世界経済の低迷に対する懸

念が広がった影響で、終値で前日比 1.9％安と続落して取引を

終えた。今週は 3日に中央銀行が定例の金融政策決定会合を開

催するほか、6日には 21年度政府予算案が発表される予定。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.3％

高、今週は 5日に 7－9月期の GDP発表 

ジャカルタ総合指数は 2 日間の取引で 0.3％高と 4 週続伸。

10月月間では 5.3％高。先週は国内の経済イベントが少ない中、

終始 5100ポイント台での値動きだった。週初の 26日は、金融

株が買われて続伸。一方、27日は前日の NYダウが米国での新

型コロナウイルスの新規感染者数増加を受けて大幅続落した

流れを引き継ぎ、反落して連休前の取引を終えた。今週は 2日

の 10月の CPIに続き、5日には 7－9月期の GDPが発表され

る予定。4－6月期に前年の水準を下回った GDPがプラスに回

復すれば、株式相場の追い風になりそうだ。外部要因では米大

統領選の結果や、中国の 10月の財新製造業 PMIが焦点。 
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【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

4.5％安、外部要因で週初から 5日続落 

ストレーツタイムズ指数は週間で 4.5％安と 5週ぶりに反落。

10月月間では 1.7％安。先週は外部要因が指数を押し下げ、週

初から 5 日続落と不調だった。26 日は 9 月の鉱工業生産が前

年同月比 24.2％増と市場予想を大幅に上回ったものの、欧米で

の新型コロナウイルスの感染再拡大などが嫌気され、指数は 3

営業日ぶりに反落。28 日は主要国の株安に連動して前日比

1.2％下落した。週後半もフランスやドイツでの都市封鎖の再導

入決定や米大統領選を翌週に控えた様子見で売られ、30日には

終値で 4 月 3 日以来の安値を更新している。今週は 3 日に 10

月の製造業 PMI、5日に 9月の小売売上高が発表される予定。 
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